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(57)【要約】
　ある実施形態において、ディスプレイアセンブリは、
バックライトアセンブリと、バックライトアセンブリの
第１の面に近接する第１のディスプレイパネルと、バッ
クライトアセンブリの第１の面と対向する第２の面に近
接する第２のディスプレイパネルとを備え、第１のディ
スプレイパネルはコントローラに通信可能に結合され、
第２のディスプレイパネルはコントローラに通信可能に
結合される。他の複数の実施形態も記載され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライトアセンブリと、
　コントローラに通信可能に結合され、前記バックライトアセンブリの第１の面に近接す
る第１のディスプレイパネルと、
　前記コントローラに通信可能に結合され、前記バックライトアセンブリの、前記第１の
面と対向する第２の面に近接する第２のディスプレイパネルとを備えるディスプレイアセ
ンブリ。
【請求項２】
　バックライトアセンブリが、
　バックライトパネルと、
　前記バックライトパネルの第１の面に近接する第１の光抽出レイヤと、
　前記第１の光抽出レイヤに近接する第１のディフューザレイヤと、
　前記第１のディフューザレイヤに近接する第１の導光レイヤと、
　前記バックライトパネルの第２の面に近接する第２の光抽出レイヤと、
　前記第２の光抽出レイヤに近接する第２のディフューザレイヤと、
　前記第２のディフューザレイヤに近接する第２の導光レイヤとを有する、請求項１に記
載のディスプレイアセンブリ。
【請求項３】
　前記第１のディスプレイパネルまたは前記第２のディスプレイパネルの少なくとも１つ
がタッチスクリーンを有する、請求項１または２に記載のディスプレイアセンブリ。
【請求項４】
　さらに、前記コントローラが、前記第２のディスプレイパネルを前記第１のディスプレ
イパネルの拡張としてマッピングすべく構成される、請求項１から３のいずれか一項に記
載のディスプレイアセンブリ。
【請求項５】
　前記第２のディスプレイパネルが、前記第１のディスプレイパネルとの通信接続を介し
て前記コントローラに通信可能に結合される、請求項４に記載のディスプレイアセンブリ
。
【請求項６】
　前記第１のディスプレイパネルまたは前記第２のディスプレイパネルの少なくとも１つ
が液晶パネルを有する、請求項４に記載のディスプレイアセンブリ。
【請求項７】
　電子コンポーネントと、
　バックライトアセンブリと、
　コントローラと、
　前記コントローラに通信可能に結合され、前記バックライトアセンブリの第１の面に近
接する第１のディスプレイパネルと、
　前記コントローラに通信可能に結合され、前記バックライトアセンブリの、前記第１の
面と対向する第２の面に近接する第２のディスプレイパネルとを備える電子デバイス。
【請求項８】
　バックライトアセンブリが、
　バックライトパネルと、
　前記バックライトパネルの第１の面に近接する第１の光抽出レイヤと、
　前記第１の光抽出レイヤに近接する第１のディフューザレイヤと、
　前記第１のディフューザレイヤに近接する第１の導光レイヤと、
　前記バックライトパネルの第２の面に近接する第２の光抽出レイヤと、
　前記第２の光抽出レイヤに近接する第２のディフューザレイヤと、
　前記第２のディフューザレイヤに近接する第２の導光レイヤとを有する、請求項７に記
載の電子デバイス。
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【請求項９】
　前記第１のディスプレイパネルまたは前記第２のディスプレイパネルの少なくとも１つ
がタッチスクリーンを有する、請求項７または８に記載の電子デバイス。
【請求項１０】
　前記コントローラが、前記第２のディスプレイパネルを前記第１のディスプレイパネル
の拡張としてマッピングすべく構成される、請求項７から９のいずれか一項に記載の電子
デバイス。
【請求項１１】
　前記第２のディスプレイパネルが、前記第１のディスプレイパネルとの通信接続を介し
て前記コントローラに通信可能に結合される、請求項１０に記載の電子デバイス。
【請求項１２】
　前記第１のディスプレイパネルまたは前記第２のディスプレイパネルの少なくとも１つ
が液晶パネルを有する、請求項１０に記載の電子デバイス。
【請求項１３】
　コントローラによる実行時、
　前記コントローラ内で、ディスプレイ上の複数の位置座標に対応する入力を前記ディス
プレイから受信する手段と、
　前記ディスプレイからの前記入力を、拡張ディスプレイ上の複数の位置座標に対応する
出力に変換する手段と、
　前記拡張ディスプレイ上の前記複数の位置座標に対応する前記出力を入力ドライバに転
送する手段とを備える複数の操作を実行させるべく前記コントローラを構成する、コンピ
ュータプログラム。
【請求項１４】
　さらに、コントローラによる実行時、
　前記コントローラ内で、前記拡張ディスプレイ上の複数の位置座標に対応する出力をグ
ラフィックプロセッサから受信する手段と、
　前記拡張ディスプレイ上の前記複数の位置座標に対応する前記出力を、前記ディスプレ
イ上の複数の位置座標に対応するデータに変換する手段と、
　複数の位置座標に対応する前記データを前記ディスプレイに転送する手段とを備える複
数の操作を実行させるべく前記コントローラを構成する、請求項１３に記載のコンピュー
タプログラム。
【請求項１５】
　前記ディスプレイが、
　バックライトアセンブリと、
　前記バックライトアセンブリの第１の面に近接する第１のディスプレイパネルと、
　前記バックライトアセンブリの、前記第１の面と対向する第２の面に近接する第２のデ
ィスプレイパネルとを有し、
　前記第１のディスプレイパネルがコントローラに通信可能に結合され、
　前記第２のディスプレイパネルが前記コントローラに通信可能に結合され、
　前記第２のディスプレイパネルが、前記第１のディスプレイパネルとの通信接続を介し
て前記コントローラに通信可能に結合される、請求項１４に記載のコンピュータプログラ
ム。
【請求項１６】
　コントローラ内で、ディスプレイ上の複数の位置座標に対応する入力を前記ディスプレ
イから受信し、
　前記ディスプレイからの前記入力を、拡張ディスプレイ上の複数の位置座標に対応する
出力に変換し、
　前記拡張ディスプレイ上の前記複数の位置座標に対応する前記出力を入力ドライバに転
送するロジックを備えるコントローラ。
【請求項１７】
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　さらに、
　前記コントローラ内で、前記拡張ディスプレイ上の複数の位置座標に対応する出力をグ
ラフィックプロセッサから受信し、
　前記拡張ディスプレイ上の前記複数の位置座標に対応する前記出力を、前記ディスプレ
イ上の複数の位置座標に対応するデータに変換し、
　複数の位置座標に対応する前記データを前記ディスプレイに転送するロジックを備える
、請求項１６に記載のコントローラ。
【請求項１８】
　前記ディスプレイが、
　バックライトアセンブリと、
　コントローラに通信可能に結合され、前記バックライトアセンブリの第１の面に近接す
る第１のディスプレイパネルと、
　前記コントローラに通信可能に結合され、前記バックライトアセンブリの、前記第１の
面と対向する第２の面に近接する第２のディスプレイパネルとを有し、
　前記第２のディスプレイパネルが、前記第１のディスプレイパネルとの通信接続を介し
て前記コントローラに通信可能に結合される、請求項１７に記載のコントローラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に記載の発明主題は、概して複数の電子デバイスの分野に関し、具体的には複
数の電子デバイス用ディスプレイアセンブリに関する。関連出願なし。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のラップトップコンピュータ、ノートパソコン、タブレットコンピュータと
いった複数の電子デバイスは単一のディスプレイを有している。状況によっては、電子デ
バイスに２つのディスプレイを含めると便利であろう。従って、電子商取引のための複数
のディスプレイアセンブリは有用性を見出すと思われる。
【発明の概要】
【０００３】
　詳細な説明は、複数の添付図面を参照して記載される。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１Ａ】いくつかの実施形態に係る複数の電子デバイスのための例示的なバックライト
アセンブリの模式図である。
【図１Ｂ】いくつかの実施形態に係る複数の電子デバイスのための例示的なバックライト
アセンブリの模式図である。
【図１Ｃ】いくつかの実施形態に係る複数の電子デバイスのための例示的なバックライト
アセンブリの模式図である。
【図２】いくつかの実施形態に係る複数のディスプレイを含むべく適合され得る電子デバ
イスの高レベルな模式図である。
【図３】いくつかの実施形態に係る複数のディスプレイを含むべく適合され得る電子デバ
イスの高レベルな模式図である。
【図４Ａ】いくつかの実施形態に係る複数のディスプレイのための複数のアーキテクチャ
の模式図である。
【図４Ｂ】いくつかの実施形態に係る複数のディスプレイのための複数のアーキテクチャ
の模式図である。
【図５】いくつかの実施形態に係る複数のディスプレイのための複数のアーキテクチャの
模式図である。
【図６】いくつかの実施形態に係る複数の電子デバイスのための複数のディスプレイを管
理する方法における複数の操作を示すフローチャートである。
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【図７Ａ】いくつかの実施形態に係るディスプレイの複数の位置座標を変換する方法にお
ける複数の操作を示すフローチャートである。
【図７Ｂ】いくつかの実施形態に係るディスプレイの複数の位置座標を変換する方法にお
ける複数の操作を示すフローチャートである。
【図８】いくつかの実施形態に係る複数のディスプレイを含められる電子デバイスの模式
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　複数の電子デバイスに複数のディスプレイを実装するための複数の例示的なシステムお
よび方法が本明細書に記載されている。本明細書のいくつかの実施形態において、第１の
液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）パネルおよび第２の液晶ディスプレイパネルは、共通のバッ
クライトアセンブリおよび単一のディスプレイコントローラを共有すべく構成されている
。ディスプレイコントローラは、第２のＬＣＤパネルからの複数の入力および第２のＬＣ
Ｄパネルへの複数の出力を仮想拡張ＬＣＤパネルにマッピングし、第２のＬＣＤパネルが
第１のＬＣＤパネルの拡張として電子デバイスの他の複数のコンポーネントに対し提供さ
れるようにする。これにより、複数の電子デバイスの他の複数のコンポーネントに対し複
数の変更を加えることなく、低コストでのデュアルディスプレイアセンブリの複数の電子
デバイスへの統合が可能になる。
【０００６】
　以下の説明において、様々な実施形態の深い理解を提供すべく、多くの具体的な詳細が
記載されている。しかしながら、具体的な詳細がなくても、様々な実施形態が実施可能で
あることが当業者によって理解されるだろう。　他の複数の例において、特定のいくつか
の実施形態を不明瞭にしないよう、周知の複数の方法、手段、コンポーネント、および回
路は詳細に図示または記載されていない。
【０００７】
　図１Ａから１Ｃは、いくつかの実施形態に係る複数の電子デバイスのための例示的なバ
ックライトアセンブリの模式図である。図１Ａから１Ｃを見ると、いくつかの実施形態に
おいて、ディスプレイアセンブリ１００は、ディスプレイコントローラ１１０、第１のＬ
ＣＤパネル１２０、および第２のＬＣＤパネル１４０を備える。第１のＬＣＤパネル１２
０は、好適な通信バス１６２を介して、ディスプレイコントローラ１１０に通信可能に結
合されている。
【０００８】
　第２のＬＣＤパネル１４０も、ディスプレイコントローラ１１０に結合されている。い
くつかの実施形態において、第２のＬＣＤパネル１４０は第１のＬＣＤパネル１２０との
通信接続を介してディスプレイコントローラ１１０に結合されてよい。例示であるが、い
くつかの実施形態において、第２のＬＣＤパネルは第１のＬＣＤパネルに対し、１または
複数の可撓性のあるリボンケーブル１６０で接続されてよい。
【０００９】
　図１Ｂに示すように、いくつかの実施形態において、第１のＬＣＤパネル１２０および
第２のＬＣＤパネル１４０がバックライトアセンブリ１７０を共有するよう、第１のＬＣ
Ｄパネル１２０はバックライトアセンブリ１７０の第１の面に近接して配置されてよく、
第２のＬＣＤパネル１４０はバックライトアセンブリ１７０の第２の面に近接して配置さ
れてよい。図１Ｂに示される実施形態では、第２のＬＣＤパネル１４０は、リボンケーブ
ル１６０によって提供される第１のＬＣＤパネル１２０を介してディスプレイコントロー
ラ１１０に通信可能に接続されている。代替のいくつかの実施形態において、第２のＬＣ
Ｄパネル１４０は好適な通信バスを介してディスプレイコントローラ１１０に対し、直接
的な通信接続を有してよい。
【００１０】
　図１Ｃは、いくつかの実施形態に係るバックライトアセンブリ１７０の概略図である。
図１Ｃを参照するに、バックライトアセンブリはバックライトパネル１３０を備えてよい
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。光抽出レイヤ１２６、ディフューザ１２４および導光レイヤ１２２が、バックライトパ
ネル１３０の第１の面に近接して配置される。同様に、光抽出レイヤ１４６、ディフュー
ザ１４４および導光レイヤ１４２がバックライトパネル１３０の第２の面に近接して配置
される。いくつかの実施形態において、ディフューザ１４４は、バックライトアセンブリ
内の複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）によって放射される光を偏光すべく、ポラライザと
して動作してもよい。
【００１１】
　第１のＬＣＤパネル１２０は、導光レイヤ１２２に隣接して配置され、第２のＬＣＤパ
ネル１４０は導光レイヤ１４２に隣接して配置される。いくつかの実施形態において、Ｌ
ＣＤパネルは、ねじれネマティックＬＣＤ、ＩＰＳ方式ＬＣＤ、またはＶＡ方式ＬＣＤで
あってよく、ＴＦＴバックプレーン、ポラライザ（偏光板）、アナライザ、カラーフィル
タアレイ等のディスプレイイメージ形成のための他の複数のコンポーネントを備えてよい
。代替のいくつかの実施形態において、ディスプレイはＯＬＥＤディスプレイを備えてよ
く、ＯＬＥＤディスプレイではバックライトを必要としない。
【００１２】
　図２は、いくつかの実施形態に係る、本明細書に記載のバックライトアセンブリを含む
べく、適合され得る例示のシステムの模式図である。ある実施形態において、システム２
００は、電子デバイス２０８およびスクリーン２０４を有するディスプレイ２０２を含む
１または複数の付属の複数の入出力デバイス、１または複数のスピーカ２０６、キーボー
ド２１０、１または複数の他のＩ／Ｏデバイス２１２、およびマウス２１４を含む。複数
の他のＩ／Ｏデバイス２１２は、タッチスクリーン、音声作動式の入力デバイス、トラッ
クボール、およびシステム２００がユーザからの入力を受信できるようにする他の任意の
デバイスを含んでよい。
【００１３】
　様々な実施形態において、電子デバイス２０８は、パーソナルコンピュータ、ラップト
ップコンピュータ、パーソナルデジタルアシスタント、携帯電話、エンターテイメントデ
バイス、または別のコンピューティングデバイスとして具現化されてよい。ある実施形態
において、コンピューティングデバイスはさらに蓋２０７を有するハウジングを備える。
【００１４】
　電子デバイス２０８は、システムハードウェア２２０およびランダムアクセスメモリお
よび／または読み取り専用メモリとして実装され得るメモリ２３０を含む。ファイルスト
ア２８０はコンピューティングデバイス２０８に通信可能に結合されてよい。ファイルス
トア２８０は、１または複数のハードドライブ、ＣＤ－ＲＯＭドライブ、ＤＶＤ－ＲＯＭ
ドライブ、または複数の他のタイプのストレージデバイスのような電子デバイス２０８に
内蔵されるものであってよい。ファイルストア２８０は、１または複数の外付けハードド
ライブ、ネットワーク接続ストレージ、または個別のストレージネットワークのような電
子デバイス２０８に外付けされるものであってもよい。
【００１５】
　システムハードウェア２２０は、１または複数のプロセッサ２２２、少なくとも２つの
グラフィックプロセッサ２２４、複数のネットワークインタフェース２２６、および複数
のバス構造２２８を含んでよい。　ある実施形態において、プロセッサ２２２は米国カリ
フォルニア州サンタクララにあるＩｎｔｅｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＩ
ｎｔｅｌ（登録商標）Ｃｏｒｅ２　Ｄｕｏ（登録商標）プロセッサとして具現化されてよ
い。本明細書で使用される用語「プロセッサ」は、限定はされないが、マイクロプロセッ
サ、マイクロコントローラ、複合命令セットコンピューティング（ＣＩＳＣ）マイクロプ
ロセッサ、縮小命令セット（ＲＩＳＣ）マイクロプロセッサ、超長命令語（ＶＬＩＷ）マ
イクロプロセッサ、または任意の他のタイプのプロセッサ若しくは処理回路等、任意のタ
イプの計算要素を意味する。
【００１６】
　いくつかの実施形態において、システムハードウェア２２０内の複数のプロセッサ２２
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２の１つは、本明細書で管理容易性エンジンとして呼ばれる、埋め込みの低電力プロセッ
サを備えてよい。管理容易性エンジン２２２は、独立した統合型回路として実装されてよ
く、あるいはさらに大型のプロセッサ２２２の専用部分であってよい。
【００１７】
　グラフィックプロセッサ２２４は、複数のグラフィックおよび／または複数のビデオ操
作を管理する付属のプロセッサとして機能してよい。グラフィックプロセッサ２２４は、
電子デバイス２０８のマザーボード上に統合されてよく、あるいはグラフィックプロセッ
サ２２４は、マザーボード上の拡張スロットを介して結合されてよい。
【００１８】
　ある実施形態において、ネットワークインタフェース２２６は、イーサネット（登録商
標）インタフェース等の有線インタフェース（例えばＩｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅ
ｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ／ＩＥＥＥ　８
０２．３‐２００２を参照）、あるいはＩＥＥＥ８０２．１１ａ、ｂ、またはｇに準拠し
たインタフェース等の無線インタフェース（例えばＩＥＥＥ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　ｆｏｒ
　ＩＴ－Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅ
ｘｃｈａｎｇｅ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ｓｙｓｔｅｍｓ　ＬＡＮ／ＭＡＮ　ＰａｒｔＩＩ：Ｗ
ｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ　Ｍｅｄｉｕｎ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ）　ａ
ｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　（ＰＨＹ）　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　Ａ
ｍｅｎｄｍｅｎｔ　４：Ｆｕｒｔｈｅｒ　Ｈｉｇｈｅｒ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅ　Ｅｘｔｅ
ｎｓｉｏｎ　ｉｎ　ｔｈｅ　２．４ＧＨｚ　Ｂａｎｄ，　８０２．１１Ｇ－２００３を参
照）としてよい。無線インタフェースの別の例は、ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋ
ｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）インタフェースである（２００２年１２月発行のＧ
ｕｉｄｅｌｉｎｅｓ　ｏｎ　ＧＰＲＳ　Ｈａｎｄｓｅｔ　Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ，Ｇ
ｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ／Ｇ
ＳＭ（登録商標）　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，Ｖｅｒ．３．０．１を参照）。
【００１９】
　複数のバス構造２２８はシステムハードウェア２２８の様々なコンポーネントを接続す
る。ある実施形態において、複数のバス構造２２８は、メモリバス、周辺バスまたは外部
バス、および／またはローカルバスを含む１または複数の数種のバス構造であってよい。
これらバスは、限定はされないが、１１ビットバス、ＩＳＡ（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｓ
ｔａｎｄａｒｄ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）、ＭＳＡ（Ｍｉｃｒｏ－Ｃｈａｎｎｅｌ　
Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）、ＥＩＳＡ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ＩＳＡ）、ＩＤＥ（Ｉｎｔ
ｅｌｌｉｇｅｎｔ　Ｄｒｉｖｅ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ）、ＶＬＢ（ＶＥＳＡ　Ｌｏｃ
ａｌ　Ｂｕｓ）、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｈｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎ
ｎｅｃｔ）、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）、ＡＧＰ（Ａｄｖａ
ｎｃｅｄ　Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｏｒｔ）、ＰＣＭＣＩＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐ
ｕｔｅｒ　Ｍｅｍｏｒｙ　Ｃａｒｄ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉ
ｏｎ）バスおよびＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ）といった任意の種々の利用可能なバスアーキテクチャを使用するものである
。
【００２０】
　メモリ２３０は、電子デバイス２０８の複数の操作を管理するオペレーティングシステ
ム２４０を含んでよい。ある実施形態において、オペレーティングシステム２４０は、シ
ステムハードウェア２２０に対しインタフェースを提供するハードウェアインタフェース
モジュール２５４を含む。さらに、オペレーティングシステム２４０は、コンピューティ
ングデバイス２０８の操作で使用される複数のファイルを管理するファイルシステム２５
０および電子デバイス２０８上で実行する複数のプロセスを管理するプロセスコントロー
スサブシステム２５２を含んでよい。
【００２１】
　オペレーティングシステム２４０は、リモートソースからの複数のデータパケットおよ
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び／またはデータストリームを送受すべく、システムハードウェア２２０と連携して動作
できる１または複数の通信インタフェースを含んでよい（または管理してよい）。オペレ
ーティングシステム２４０はさらに、オペレーティングシステム２４０と、メモリ２３０
に常駐する１または複数のアプリケーションモジュールとの間のインタフェースを提供す
るシステムコールインタフェースモジュール２４２を含んでよい。オペレーティングシス
テム２４０は、ＵＮＩＸ（登録商標）オペレーティングシステム若しくはその任意の派生
物（Ｌｉｎｕｘ（登録商標）、Ｓｏｌａｒｉｓ等）若しくはＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）
ブランドのオペレーティングシステム、または他の複数のオペレーティングシステムとし
て具現化されてよい。
【００２２】
　図３は、複数の実施形態に係る本明細書に記載のバックライトアセンブリを含むべく適
合され得る電子デバイス３１０の別の実施形態の模式図である。いくつかの実施形態にお
いて、電子デバイス３１０は携帯電話、パーソナルデジタルアシスタント（PDA）、ラッ
プトップコンピュータ等として具現化されてよい。電子デバイス３１０は、複数のRF信号
を送受すべくＲＦトランシーバ３２０と、ＲＦトランシーバ３２０によって受信された複
数の信号を処理すべく信号処理モジュール３２２とを含んでよい。
【００２３】
　ＲＦトランシーバ３２０は、Ｂｌｕｅｔｈｏｏｔｈまたは８０２．１ＩＸ．ＩＥＥＥ８
０２．１１ａ、ｂ、またはｇに準拠したインタフェース（ＩＥＥＥ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　
ｆｏｒ　ＩＴ－Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ａｎｄ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　ｅｘｃｈａｎｇｅ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ｓｙｓｔｅｍｓ　ＬＡＮ／ＭＡＮ　ＰａｒｔＩ
Ｉ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ　Ｍｅｄｉｕｎ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ
）　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　（ＰＨＹ）　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　Ａｍｅｎｄｍｅｎｔ　４：Ｆｕｒｔｈｅｒ　Ｈｉｇｈｅｒ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅ　Ｅ
ｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｉｎ　ｔｈｅ　２．４ＧＨｚ　Ｂａｎｄ，　８０２．１１Ｇ－２００
３を参照）等のプロトコルを介してローカル無線通信を実装してよい。無線インタフェー
スの別の例は、ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
）インタフェースである（２００２年１２月発行のＧｕｉｄｅｌｉｎｅｓ　ｏｎ　ＧＰＲ
Ｓ　Ｈａｎｄｓｅｔ　Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ，Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ
　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ／ＧＳＭ（登録商標）　Ａｓｓｏｃｉａ
ｔｉｏｎ，Ｖｅｒ．３．０．１を参照）。
【００２４】
　電子デバイス３１０はさらに、１または複数のプロセッサ３２４およびメモリモジュー
ル３４０を含んでよい。本明細書で使用される用語「プロセッサ」は、限定はされないが
、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、複合命令セットコンピューティング（Ｃ
ＩＳＣ）マイクロプロセッサ、縮小命令セット（ＲＩＳＣ）マイクロプロセッサ、超長命
令語（ＶＬＩＷ）マイクロプロセッサ、または任意の他のタイプのプロセッサ若しくは処
理回路等、任意のタイプの計算要素を意味する。いくつかの実施形態において、プロセッ
サ３２４はカリフォルニア州サンタクララにあるＩｎｔｅｌ（登録商標）　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎから入手可能なＩｎｔｅｌ（登録商標）ＰＸＡ２７ｘプロセッサファミリの１
または複数のプロセッサであってよい。あるいは、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）のＩｔａｎｉ
ｕｍ（登録商標）、ＸＥＯＮ（登録商標）、ＡＴＯＭ（登録商標）、Ｃｅｌｅｒｏｎ（登
録商標）プロセッサ等、他の複数のＣＰＵを使用してよい。また、複数の他メーカの１ま
たは複数のプロセッサも使用し得る。さらに、これらプロセッサは、シングルコアまたは
マルチコアデザインを有してよい。
【００２５】
　いくつかの実施形態において、メモリモジュール３４０はランダムアクセスメモリ（RA
M）を含むが、メモリモジュール３４０はダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、シンクロナ
スＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）等の他の複数のメモリタイプを使用して実装されてよい。メモ
リ３４０はプロセッサ３２２上で実行される１または複数のアプリケーションを備えてよ
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い。
【００２６】
　電子デバイス３１０はさらに、キーパッド３２６および１または複数のディスプレイ３
２８等の１または複数の入出力インタフェースを含んでよい。いくつかの実施形態におい
て、電子デバイス３１０は１または複数のカメラモジュール３３０およびイメージ信号プ
ロセッサ３３２、および複数のスピーカ３３４を含む。
【００２７】
　いくつかの実施形態において、２つのディスプレイは２つの個別のディスプレイとして
ホストデバイスに対し提供されてよい。例示であるが、図４Ａを見ると、いくつかの実施
形態において、２つのディスプレイが複数のタッチスクリーンとして具現化され得る。第
１のディスプレイ４１０は、タッチスクリーンコントローラを備えてよく、第２のディス
プレイ４２０は第２のタッチスクリーンコントローラを備えてよい。本明細書でノーマル
モードと言う、ある操作モードにおいて、第１のディスプレイ４１０および第２のディス
プレイ４２０は、ホストデバイスのオペレーティングシステムに対し、複数の個別のディ
スプレイとして提供されてよい。
【００２８】
　いくつかの実施形態において、複数の電子デバイスは単一のタッチスクリーンのみをア
クティブ化させることができる。２つのタッチスクリーンを持つ１つのディスプレイを実
装すべく、これら２つのスクリーンは複数のフレームバッファを結合することで、単一の
ディスプレイとしてホストデバイスに対し提供される。例示であるが、図４Ｂを見ると、
いくつかの実施形態において、第１のディスプレイ４１０および第２のディスプレイ４２
０は単一の結合されたディスプレイ４３０としてホストデバイスのオペレーティングシス
テムに対し提供される。
【００２９】
　図５はデュアルタッチデバイスを実装するアーキテクチャの模式図である。図５を見る
と、ホストデバイス５１５はユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）リンク等の好適な接続
によって、タッチアダプタ５１５に結合されている。第１のタッチコントローラ５２０は
タッチスクリーンセンサとして具現化されてよい第１のセンサ５２５に結合されている。
同様に、第２のコントローラ５３０は第２のセンサ５３５に結合されている。
【００３０】
　図６は、いくつかの実施形態に係る、複数の電子デバイスのための複数のディスプレイ
を管理する方法における複数の操作を示すフローチャートである。図６を見ると、操作６
１０において、タッチスクリーンドライバがタッチスクリーンからの入力を受信する。操
作６１５において、ディスプレイがノーマルモードで動作していない場合（ディスプレイ
が結合モードで動作されている等）、次にコントロールが操作６２０に渡され、タッチス
クリーン入力データは仮想タッチスクリーン結合ディスプレイを介してオペレーティング
システムに送信される。
【００３１】
　一方、操作６１５において、ディスプレイがノーマルモードで動作されている場合、次
にコントロールが操作６３０に渡される。操作６３０において、タッチスクリーン入力が
コントローラＡ５２０からのものであると、タッチスクリーンデータは仮想タッチスクリ
ーン１を介してオペレーティングシステムに送信される（操作６３５）。一方、操作６３
０において、入力がコントローラＡ５２０からのものでない場合、次にタッチスクリーン
データは仮想タッチスクリーン２を介してオペレーティングシステムに送信される（操作
６４０）。
【００３２】
　上記の通り、いくつかの実施形態において、ディスプレイコントローラ１１０は、第１
のＬＥＤパネル１２０の拡張として第２のＬＣＤパネル１４０を提供すべく構成される。
例示であるが、第１のＬＣＤパネルおよび第２のＬＣＤパネルが１９２０×１０８０ピク
セルの解像度を有する場合、ディスプレイコントローラ１１０は１９２０×２１６０、あ
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るいは３９４０×１０８０ピクセルの解像度を有する拡張ＬＣＤパネルとして、ＬＣＤパ
ネル１２０および１４０を提供すべく構成される。いくつかの実施形態において、ディス
プレイコントローラ１１０は、第２のＬＣＤパネル上の実際の複数の座標に基づく、第２
のＬＣＤパネル１４０への複数の入力および第２のＬＣＤパネル１４０からの複数の出力
に関連付けられた複数の位置座標を、拡張ＬＣＤパネル上の複数の座標に変換する方法を
実装する。当業者は、複数のＬＣＤパネルが２５６０×１４００または３２００×１６０
０等の様々な解像度を有し得ることを認識するであろう。
【００３３】
　図７Ａおよび７Ｂは、いくつかの実施形態に係るディスプレイの複数の位置座標を変換
する方法における複数の操作を示すフローチャートである。いくつかの実施形態において
、図７Ａおよび７Ｂのフローチャートに示される複数の操作は、ディスプレイコントロー
ラ１１０によって実装されてよい。
【００３４】
　図７Ａは、例示の入力位置変換方法における複数の操作を示すフローチャートである。
まず図７Ａを見ると、操作７１０において、ディスプレイコントローラ１１０は第２のＬ
ＣＤパネル１４０からの入力を受信する。例示であるが、入力はマウス、キーボード等の
入力デバイスまたはタッチスクリーンでのタッチから生じてよい。操作７１５において、
ディスプレイコントローラは、第２のＬＣＤパネル１４０からの複数の入力位置座標を、
拡張パネル上の複数の座標にマッピングする。例示であるが、１９２０×１０８０の２つ
のディスプレイが１９２０×２１６０の解像度を持つ単一の拡張ディスプレイとして提供
されている実施形態においては、ディスプレイコントローラは拡張ディスプレイ上の行位
置を取得すべく、第２のディスプレイ上の行位置座標に１０８０を追加してよい。複数の
ディスプレイは垂直方向に結合されているので、列位置座標は同一のままである。当業者
は、複数の異なる解像度を持つ複数のＬＣＤパネルに対し、同様の複数のマッピング変換
が実行され得ることを認識するであろう。操作７２０において、ディスプレイコントロー
ラは複数の変換された位置座標を電子デバイス上の１または複数の入力ドライバに転送す
る。
【００３５】
　図７Ｂは例示的な出力位置座標の変換方法の複数の操作を示すフローチャートである。
図７Ｂを見ると、操作７４０において、ディスプレイコントローラ１１０は図２に示され
るグラフィックプロセッサ２２４等のグラフィックプロセッサからの入力を受信する。上
記の通り、ディスプレイコントローラ１１０はＬＣＤパネル１２０、１４０を単一の拡張
ディスプレイとして提供する。よって、グラフィックコントローラからの入力は拡張ディ
スプレイにマッピングされる。操作７４５において、ディスプレイコントローラはグラフ
ィックコントローラ２２４から受信された複数の位置座標を第２のディスプレイにマッピ
ングする。例示であるが、１９２０×１０８０の２つのディスプレイが１９２０×２１６
０の解像度を持つ単一の拡張ディスプレイとして提供されている実施形態においては、デ
ィスプレイコントローラは、第２のディスプレイ上の行位置を取得すべく、拡張ディスプ
レイ上の行位置座標から１０８０を差し引いてよい。繰り返しになるが、複数のディスプ
レイは垂直方向に結合されているので、列位置座標は同一のままである。当業者は、複数
の異なる解像度の複数のＬＣＤパネルに対し、同様の複数のマッピング変換が実行され得
ることを認識するであろう。操作７５０において、ディスプレイコントローラは複数の変
換された位置座標をディスプレイに転送する。
【００３６】
　上記の通り、いくつかの実施形態において、電子デバイスはコンピュータシステムとし
て具現化されてよい。図８は、いくつかの実施形態に係るコンピュータシステム８００の
模式図である。コンピュータシステム８００は、コンピューティングデバイス８０２およ
び電源アダプタ８０４（コンピューティングデバイス８０２に電力を供給すべく）を含む
。コンピューティングデバイス８０２は、ラップトップ（またはノートパソコン）コンピ
ュータ、パーソナルデジタルアシスタント、デスクトップコンピューティングデバイス（
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ワークステーションまたはデスクトップコンピュータ等）、ラックマウント型コンピュー
ティングデバイス等の任意の好適なコンピューティングデバイスであってよい。
【００３７】
　電力は、次の１または複数のソースから、コンピューティングデバイス８０２の様々な
コンポーネントに供給されてよい（例えば、コンピューティングデバイス電力供給８０６
を介して）。具体的には、１または複数のバッテリパック、交流（AC）アウトレット（例
えばトランスおよび／または電源アダプタ８０４等のアダプタを介して）、複数の自動車
用電源、複数の航空機用電源等である。いくつかの実施形態において、電源アダプタ８０
４は、電力供給ソース出力（約１１０VACから２４０VACのAC出力電圧等）を、約７VDCか
ら１２．６VDCの範囲の直流（DC）電圧に変換してよい。従って、電源アダプタ８０４はA
C／DCアダプタであってよい。
【００３８】
　コンピューティングデバイス８０２はまた、１または複数のＣＰＵ８０８を含んでよい
。いくつかの実施形態において、ＣＰＵ８０８は、カリフォルニア州サンタクララのＩｎ
ｔｅｌ（登録商標）　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能な、Ｐｅｎｔｉｕｍ（登録商
標）ＩＩプロセッサファミリ、複数のＰｅｎｔｉｕｍ（登録商標）ＩＩＩプロセッサ、Ｐ
ｅｎｔｉｕｍ（登録商標）ＩＶ、複数のＣＯＲＥ２　Ｄｕｏプロセッサ、または複数のＡ
ｔｏｍプロセッサを含むＰｅｎｔｉｕｍ（登録商標）ファミリプロセッサの、１または複
数のプロセッサであってよい。あるいは、Ｉｎｔｅｌ（登録商標）のＩｔａｎｉｕｍ（登
録商標）、ＸＥＯＮ（登録商標）、およびＣｅｌｅｒｏｎ（登録商標）の複数のプロセッ
サのような他の複数のＣＰＵが使用されてよい。また、他の複数のメーカの１または複数
のプロセッサが使用されてよい。さらに、複数のプロセッサはシングルコアまたはマルチ
コアデザインを有してよい。
【００３９】
　チップセット８１２がＣＰＵ８０８に結合または統合されてよい。チップセット８１２
はメモリコントロールハブ（ＭＣＨ）８１４を含んでよい。ＭＣＨ８１４は、メインシス
テムメモリ８１８に結合されるメモリコントローラ８１６を含んでよい。メインシステム
メモリ８１８は、ＣＰＵ８０８、あるいはシステム８００に含まれる任意のデバイスによ
って実行されるデータおよび複数の命令のシーケンスを格納する。いくつかの実施形態に
おいて、メインシステムメモリ８１８はランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）を含むが、メ
インシステムメモリ８１８はダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、シンクロナスＤＲＡＭ（
ＳＤＲＡＭ）等の他の複数のメモリタイプを使用して実装されてよい。また複数のＣＰＵ
および／または複数のシステムメモリ等、追加の複数のデバイスがバス８１０に結合され
てよい。
【００４０】
　ＭＣＨ８１４は、グラフィックアクセラレータ８２２に結合されたグラフィックインタ
フェース８２０も含んでよい。いくつかの実施形態において、グラフィックインタフェー
ス８２０はアクセラレイティッドグラフィックスポート（ＡＧＰ）を介して、グラフィッ
クアクセラレータ８２２に結合される。いくつかの実施形態において、ディスプレイ（フ
ラットパネルディスプレイ等）８４０は、ビデオメモリまたはシステムメモリ等のストレ
ージデバイスに格納されたイメージのデジタル表現を、ディスプレイによって解釈および
表示される複数のディスプレイ信号に変換する信号変換器等を介して、グラフィックイン
タフェース８２０に結合されてよい。ディスプレイデバイスによって生成されるディスプ
レイ８４０の複数の信号は、様々な制御デバイスを介して渡された後、ディスプレイによ
って解釈され、その後ディスプレイ上に表示されることになる。
【００４１】
　ハブインタフェース８２４はＭＣＨ８１４をプラットフォームコントロールハブ（ＰＣ
Ｈ）８２６に結合する。ＰＣＨ８２６はコンピュータシステム８００に結合された複数の
入出力（Ｉ／Ｏ）デバイスへのインタフェースを提供する。ＰＣＨ８２６はＰＣＩ（Ｐｅ
ｒｉｆｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ）バスに結合されてよ
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い。従って、ＰＣＨ８２６はＰＣＩバス８３０へのインタフェースを提供するＰＣＩブリ
ッジ８２８を含む。ＰＣＩブリッジ８２８はＣＰＵ８０８と複数の周辺機器との間のデー
タパスを提供する。さらに、カリフォルニア州サンタクララにあるＩｎｔｅｌ（登録商標
）　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なＰＣＩ　Ｅｘｐｒｅｓｓ（登録商標）アーキ
テクチャ等の他の複数のタイプの入出力相互接続トポロジを使用してよい。
【００４２】
　ＰＣＩバス８３０はオーディオデバイス８３２および１または複数のディスクドライブ
８３４に結合されてよい。他の複数のデバイスがＰＣＩバス８３０に結合されてよい。ま
た、ＣＰＵ８０８およびＭＣＨ８１４を組み合わせて、単一のチップを形成してよい。さ
らに、他の複数の実施形態において、グラフィックアクセラレータ８２２がＭＣＨ８１４
内に含まれてよい。
【００４３】
　また、様々な実施形態において、ＰＣＨ８２６に結合された他の複数の周辺機器は、Ｉ
ＤＥまたはＳＣＳＩのハードドライブ、ＵＳＢポート、キーボード、マウス、パラレルポ
ート、シリアルポート、フロッピー（登録商標）ディスクドライブ、デジタルアウトプッ
トサポート（例えばＤＶＩ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ））等を
含んでよい。従って、コンピューティングデバイス８０２は揮発性および／または不揮発
性のメモリを含んでよい。
【００４４】
　本明細書で言う「複数のロジック命令」という用語は、１または複数の論理操作を実行
する、１または複数のマシンによって理解され得る複数の表現を指す。例えば、複数のロ
ジック命令は、１または複数のデータオブジェクトに対し、１または複数の操作を実行す
る、プロセッサコンパイラによって解釈可能な複数の命令を備えてよい。しかしながら、
これは複数の機械可読命令および実施形態の一例にすぎず、この点に限定されない。
【００４５】
　本明細書で言う「コンピュータ可読媒体」という用語は、１または複数のマシンによっ
て理解可能な複数の表現を維持可能な媒体を指す。例えば、コンピュータ可読媒体は複数
のコンピュータ可読命令またはデータを格納する、１または複数のストレージデバイスを
備えてよい。そのような複数のストレージデバイスは、例えば、光学ストレージ媒体、磁
気ストレージ媒体、または半導体ストレージ媒体等のストレージ媒体を備えてよい。しか
しながら、これはコンピュータ可読媒体および複数の実施形態の一例にすぎず、この点に
限定されない。
【００４６】
　本明細書で言う「ロジック」という用語は、１または複数の論理操作を実行する構造を
指す。例えば、ロジックは１または複数の入力信号に基づく１または複数の出力信号を提
供する回路を備えてよい。そのような回路は、デジタル入力を受信し、デジタル出力を提
供する有限状態機械、あるいは１または複数のアナログ入力信号に応じて１または複数の
アナログ出力信号を提供する回路を備えてよい。そのような回路は、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）またはフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）に提供されて
よい。また、ロジックはそのような複数の機械可読命令を実行するための処理回路と組み
合わされたメモリ内に格納された複数の機械可読命令を備えてよい。しかしながら、これ
らは、ロジックおよび複数の実施形態を提供し得る複数の構造のいくつかの例にすぎず、
この点に限定されない。
【００４７】
　本明細書に記載の複数の方法の一部は、コンピュータ可読媒体上の複数のロジック命令
として具現化されてよい。複数のロジック命令はプロセッサ上での実行時、プロセッサに
対し、本明細書に記載の複数の方法を実施する、特殊目的の機械としてプログラムされる
ようにする。プロセッサが本明細書に記載の複数の方法を実行すべく複数のロジック命令
によって構成されると、プロセッサは本明細書に記載の複数の方法を実行する構造を構成
する。あるいは、本明細書に記載の複数の方法は、フィールドプログラマブルゲートアレ
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【００４８】
　詳細な説明および特許請求の範囲において、「結合された」および「接続された」とい
う用語がそれらの派生語とともに、使用される可能性がある。特定の複数の実施形態にお
いて、「接続された」は、２又は２より多い要素が、互いに直接物理的に、または電気的
に接触状態にあることを示すべく使用され得る。「結合された」は、２または２より多い
要素が直接物理的に、または電気的に接触状態にあることを意味する可能性がある。しか
しながら、「結合された」は、２または２より多い要素が互いに直接接触していないもの
の、互いに連携またはやり取りし得ることを意味する可能性もある。
【００４９】
　明細書内の「ある実施形態」または「いくつかの実施形態」という言及は、当該実施形
態に関連して記載された特定の機能、構造、または特性が少なくとも１つの実装に含まれ
ることを意味する。本明細書の様々な箇所に現れる「ある実施形態」という表現は、すべ
てが同一の実施形態を指してもよいし、指さなくてもよい。
【００５０】
　複数の実施形態が、複数の構造的特徴および／または複数の方法論的行為に特有の文言
で記載されているものの、特許請求の範囲に係る発明主題は、記載された当該複数の特定
の特徴または行為に限定される可能性はないことが理解されるべきである。むしろ、当該
複数の特定の特徴または行為は、特許請求の範囲に係る発明主題を実装するための複数の
サンプル形式として開示されている。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図５】
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摘要(译)

在某些实施例中，显示组件靠近背光组件，第一显示面板靠近背光组件
的第一表面，并且第二表面靠近背光组件的第一表面。 第二显示面板，
第一显示面板可通信地耦合到控制器，第二显示面板可通信地耦合到控
制器。 还可以描述其他实施例。
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